
（議 案 別 冊 ２）

平 成 26 年 度

川 越 市 予 算 書

一 般 会 計

特 別 会 計

（平成２６年２月２５日提出）



目 次

＊ 一 般 会 計 予 算 （議案第４３号） １頁

〔特 別 会 計〕

＊ 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 予 算（議案第４４号） １３頁

＊ 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 予 算（議案第４５号） １７頁

＊ 歯 科 診 療 事 業 特 別 会 計 予 算（議案第４６号） １９頁

＊ 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 予 算（議案第４７号） ２１頁

＊ 母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算（議案第４８号） ２４頁

＊ 川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計予算（議案第４９号） ２７頁

＊ 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 予 算（議案第５０号） ２９頁

＊ 水 道 事 業 会 計 予 算（議案第５１号） ３１頁

＊ 公 共 下 水 道 事 業 会 計 予 算（議案第５２号） ３４頁



議案第４３号

平成２６年度川越市一般会計予算

平成２６年度川越市一般会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 112,080,000千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（継続費）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１２条第１項の規定による継続費の経費

の総額及び年割額は、「第２表継続費」による。

（債務負担行為）

第３条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期

間及び限度額は、「第３表債務負担行為」による。

（地方債）

第４条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表地方債」による。

（一時借入金）

第５条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

5,000,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第６条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流

用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算

額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 市 税 55,118,684 千円

１ 市 民 税 25,055,292

２ 固 定 資 産 税 21,837,968

３ 軽 自 動 車 税 398,416

４ 市 た ば こ 税 2,246,221

５ 事 業 所 税 1,584,585

６ 都 市 計 画 税 3,996,202

２ 地 方 譲 与 税 698,000

１ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 207,000

２ 自 動 車 重 量 譲 与 税 491,000

３ 利 子 割 交 付 金 95,514

１ 利 子 割 交 付 金 95,514

４ 配 当 割 交 付 金 230,469

１ 配 当 割 交 付 金 230,469

５ 株式等譲渡所得割交付金 34,554

１ 株式等譲渡所得割交付金 34,554

６ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 66,000

１ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 66,000

７ 地 方 消 費 税 交 付 金 3,528,193

１ 地 方 消 費 税 交 付 金 3,528,193

８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 154,000

１ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 154,000

９ 地 方 特 例 交 付 金 310,000

１ 地 方 特 例 交 付 金 310,000

10 地 方 交 付 税 1,810,000

１ 地 方 交 付 税 1,810,000

11 交通安全対策特別交付金 51,000

１ 交通安全対策特別交付金 51,000

12 分 担 金 及 び 負 担 金 1,225,948

金 額
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款 項

１ 分 担 金 31 千円

２ 負 担 金 1,225,917

13 使 用 料 及 び 手 数 料 1,637,348

１ 使 用 料 1,037,489

２ 手 数 料 599,859

14 国 庫 支 出 金 16,919,835

１ 国 庫 負 担 金 12,969,240

２ 国 庫 補 助 金 3,867,856

３ 委 託 金 82,739

15 県 支 出 金 6,164,682

１ 県 負 担 金 2,887,791

２ 県 補 助 金 1,860,005

３ 委 託 金 1,416,886

16 財 産 収 入 483,096

１ 財 産 運 用 収 入 120,421

２ 財 産 売 払 収 入 362,675

17 寄 附 金 1,530

１ 寄 附 金 1,530

18 繰 入 金 3,107,309

１ 基 金 繰 入 金 3,011,171

２ 他 会 計 繰 入 金 96,138

19 繰 越 金 1,700,000

１ 繰 越 金 1,700,000

20 諸 収 入 3,572,938

１ 延滞金、加算金及び過料 84,000

２ 市 預 金 利 子 1,871

３ 貸 付 金 元 利 収 入 824

４ 受 託 事 業 収 入 89,727

５ 雑 入 3,396,516

金 額
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款 項

21 市 債 15,170,900 千円

１ 市 債 15,170,900

112,080,000

 （２） 歳　出

款 項

１ 議 会 費 697,265 千円

１ 議 会 費 697,265

２ 総 務 費 11,917,511

１ 総 務 管 理 費 10,296,375

２ 徴 税 費 1,135,193

３ 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 243,784

４ 選 挙 費 94,681

５ 統 計 調 査 費 52,262

６ 監 査 委 員 費 95,216

３ 民 生 費 43,541,484

１ 社 会 福 祉 費 19,543,888

２ 児 童 福 祉 費 16,170,808

３ 生 活 保 護 費 7,824,482

４ 災 害 救 助 費 2,306

４ 衛 生 費 11,330,774

１ 保 健 衛 生 費 3,936,613

２ 清 掃 費 5,094,161

３ 下 水 道 費 2,300,000

５ 労 働 費 246,292

１ 労 働 費 246,292

６ 農 林 水 産 業 費 484,242

１ 農 業 費 484,242

金 額

歳 入 合 計

金 額
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款 項

７ 商 工 費 2,225,894 千円

１ 商 工 費 2,225,894

８ 土 木 費 16,607,497

１ 土 木 管 理 費 679,955

２ 道 路 橋 り ょ う 費 2,356,224

３ 河 川 費 473,327

４ 都 市 計 画 費 12,791,401

５ 住 宅 費 306,590

９ 消 防 費 4,237,877

１ 消 防 費 4,237,877

10 教 育 費 10,454,753

１ 教 育 総 務 費 2,466,681

２ 小 学 校 費 1,236,357

３ 中 学 校 費 857,614

４ 高 等 学 校 費 690,072

５ 特 別 支 援 学 校 費 16,683

６ 社 会 教 育 費 2,198,784

７ 学 校 保 健 費 2,988,562

11 災 害 復 旧 費 2,000

１ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 2,000

12 公 債 費 9,883,025

１ 公 債 費 9,883,025

13 諸 支 出 金 331,386

１ 普 通 財 産 取 得 費 195,386

２ 土 地 開 発 公 社 費 136,000

14 予 備 費 120,000

１ 予 備 費 120,000

112,080,000

金 額

歳 出 合 計
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第２表 継続費

款 項 事 業 名 年 度 年 割 額

千円

平成２６年度 ２４２，４００

４ 衛 生 費 １ 保 健 衛 生 費 新 斎 場 建 設 事 業 平成２７年度 ３，５８８，７００

平成２８年度 １，３５８，２００

計 ５，１８９，３００

第３表 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

川越市ホームページの運用管理に要す 平成２７年度から １６，８９７千円
る経費 平成３１年度まで

川越市市勢要覧作成業務委託 平成２６年度から ７，５６０千円
平成２７年度まで

公共用地先行取得費及び公共施設整備 平成２６年度以降 川越市土地開発公社が市の委託に
費（平成２６年度事業分） より行う公共用地の先行取得及びそ

の事業の実施とあわせて行う公共施
設の整備に要する額

川越市土地開発公社が市の委託により 平成２６年度から 元金 ８５６，３９８千円及びこれに伴う
行う事業にあてるため金融機関から借り 平成３１年度まで 利子との合計額
入れる事業資金に対する債務保証（平成
２６年度事業分）

川越市土地開発公社が市の委託により 同 上 元金 １，１１１，２００千円及びこれに伴
行う事業にあてるため金融機関から借り う利子との合計額
入れる事業資金に対する債務保証（平成
２６年度に借入期限満了となる平成２１
年度借入分）

ＬＥＤ防犯灯に係るメンテナンス付リ 平成２７年度から ４６０，３０８千円
ース（賃貸借契約）に要する経費 平成３６年度まで

市議会議員選挙労働者派遣業務 平成２６年度から ４，３６８千円
平成２７年度まで

市議会議員選挙ポスター掲示場設置・ 同 上 ９，２１２千円
管理・撤去業務委託

市議会議員選挙投票所入場券等作成業 同 上 ４，８５９千円
務委託

県議会議員選挙労働者派遣業務 同 上 ４，６９８千円
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事 項 期 間 限 度 額

県議会議員選挙ポスター掲示場設置・ 平成２６年度から ３，０８８千円
管理・撤去業務委託 平成２７年度まで

統一地方選挙啓発用立看板設置・管理 同 上 ２２７千円
・撤去業務

統一地方選挙市役所庁舎玄関前立看板 同 上 ３２４千円
設置・管理・撤去業務

統一地方選挙投票管理システム用パソ 同 上 ３，６７２千円
コンの賃貸借

川越市中小企業融資による県信用保証 平成２６年度以降 県信用保証協会が行う保証債務額
協会が行う代位弁済に対する損失補償（ のうち川越市が負担すべき額及び利
平成２６年度融資分） 子

浸水低地住宅改良資金融資に対する損 同 上 回収されない元本及び最終弁済期
失補償（平成２６年度融資分） 到来後３月までの利子の合計額
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第４表 地方債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円 政府資金については、

その融資条件により、銀

行その他の場合にはその

普 通 貸 借 債権者と協定するものに

本庁舎アスベスト よる。

４５，６００ 又 は ５ ． ０ ％ 以 内 ただし、据置期間は２

除 去 事 業 費 年以内とし、本市財政の

証 券 発 行 都合により償還期限を短

縮し、又は繰上償還若し

くは低利に借換えするこ

とができる。

本 庁 舎 防 災 設 備

１９，０００ 同 上 同 上 同 上

改 修 事 業 費

文 化 施 設 設 備

５１，６００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

交通政策推進事業費 ７，５００ 同 上 同 上 同 上

自 転 車 駐 車 場

１１２，５００ 同 上 同 上 同 上

施 設 整 備 事 業 費

総 合 体 育 館 設 備

３５，６００ 同 上 同 上 同 上

改 修 事 業 費

本庁舎耐震化事業費 ５４０，０００ 同 上 同 上 同 上

民間社会福祉施設

３９６，９００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円 政府資金については、

その融資条件により、銀

行その他の場合にはその

普 通 貸 借 債権者と協定するものに

民 間 保 育 施 設 よる。

１３１，２００ 又 は ５ ． ０ ％ 以 内 ただし、据置期間は２

整 備 事 業 費 年以内とし、本市財政の

証 券 発 行 都合により償還期限を短

縮し、又は繰上償還若し

くは低利に借換えするこ

とができる。

公 立 保 育 施 設

８，７００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

児 童 セ ン タ ー

１５，３００ 同 上 同 上 同 上

改 修 事 業 費

新斎場整備事業費 １９２，０００ 同 上 同 上 同 上

清 掃 運 搬 施 設

２１，３００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

東 清 掃 セ ン タ ー

１２１，３００ 同 上 同 上 同 上

改 修 事 業 費

土 地 改 良 事 業 費 １０，０００ 同 上 同 上 同 上

観光施設整備事業費 ２２８，９００ 同 上 同 上 同 上

道 路 照 明 灯

７，５００ 同 上 同 上 同 上

管 理 事 業 費

道路環境整備事業費 １９４，９００ 同 上 同 上 同 上
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円 政府資金については、

その融資条件により、銀

行その他の場合にはその

普 通 貸 借 債権者と協定するものに

よる。

道路新設改良事業費 ５８５，５００ 又 は ５ ． ０ ％ 以 内 ただし、据置期間は２

年以内とし、本市財政の

証 券 発 行 都合により償還期限を短

縮し、又は繰上償還若し

くは低利に借換えするこ

とができる。

橋 り ょ う 新 設

２，２００ 同 上 同 上 同 上

改 良 事 業 費

河 川 整 備 事 業 費 ２９０，７００ 同 上 同 上 同 上

本川越駅周辺地区

４１７，９００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

中 央 通 り 地 区

１４，９００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

川 越 駅 西 口 駅 前

１６，１００ 同 上 同 上 同 上

広 場 改 修 事 業 費

地域振興ふれあい

７，１２３，８００ 同 上 同 上 同 上

拠点施設整備事業費

新河岸駅周辺地区

１０５，４００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

街 路 事 業 費 ５５３，９００ 同 上 同 上 同 上
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円 政府資金については、

その融資条件により、銀

行その他の場合にはその

普 通 貸 借 債権者と協定するものに

よる。

公 園 整 備 事 業 費 １０７，１００ 又 は ５ ． ０ ％ 以 内 ただし、据置期間は２

年以内とし、本市財政の

証 券 発 行 都合により償還期限を短

縮し、又は繰上償還若し

くは低利に借換えするこ

とができる。

公営住宅改修事業費 ３８，３００ 同 上 同 上 同 上

教 育 セ ン タ ー

１４，６００ 同 上 同 上 同 上

施 設 整 備 事 業 費

小 学 校 施 設

３６，０００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

小 学 校 大 規 模

４７，６００ 同 上 同 上 同 上

改 造 事 業 費

中 学 校 施 設

９，０００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

学 童 保 育 室

３８，６００ 同 上 同 上 同 上

整 備 事 業 費

学校給食センター

２９，５００ 同 上 同 上 同 上

施 設 整 備 事 業 費
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円 ５ ． ０ ％ 以 内 政府資金については、

その融資条件により、銀

（ただし、利率見 行その他の場合にはその

普 通 貸 借 直し方式で借り入 債権者と協定するものに

れる政府資金及び よる。

臨 時 財 政 対 策 債 ３，６００，０００ 又 は 地方公共団体金融 ただし、据置期間は２

機構資金について 年以内とし、本市財政の

証 券 発 行 、利率の見直しを 都合により償還期限を短

行った後において 縮し、又は繰上償還若し

は、当該見直し後 くは低利に借換えするこ

の利率） とができる。
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議案第４４号

平成２６年度川越市国民健康保険事業特別会計予算

平成２６年度川越市国民健康保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ38,877,400千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の借入れの最高額は、100,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流

用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

(2) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 国 民 健 康 保 険 税 8,515,787 千円

１ 国 民 健 康 保 険 税 8,515,787

２ 国 庫 支 出 金 7,687,687

１ 国 庫 負 担 金 6,569,034

２ 国 庫 補 助 金 1,118,653

３ 療 養 給 付 費 等 交 付 金 1,326,797

１ 療 養 給 付 費 等 交 付 金 1,326,797

４ 前 期 高 齢 者 交 付 金 10,875,765

１ 前 期 高 齢 者 交 付 金 10,875,765

５ 県 支 出 金 1,885,497

１ 県 負 担 金 326,549

２ 県 補 助 金 1,558,948

６ 共 同 事 業 交 付 金 4,939,731

１ 共 同 事 業 交 付 金 4,939,731

７ 財 産 収 入 534

１ 財 産 運 用 収 入 534

８ 繰 入 金 2,794,561

１ 他 会 計 繰 入 金 2,794,560

２ 基 金 繰 入 金 1

９ 繰 越 金 700,000

１ 繰 越 金 700,000

10 諸 収 入 151,041

１ 延 滞 金 及 び 過 料 81,000

２ 市 預 金 利 子 678

３ 貸 付 金 元 金 収 入 3,360

４ 雑 入 66,003

38,877,400

金 額

歳 入 合 計
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 （２） 歳　出

款 項

１ 総 務 費 395,201 千円

１ 総 務 管 理 費 227,413

２ 徴 税 費 165,709

３ 運 営 協 議 会 費 604

４ 趣 旨 普 及 費 1,475

２ 保 険 給 付 費 25,908,239

１ 療 養 諸 費 22,800,378

２ 高 額 療 養 費 2,897,071

３ 移 送 費 200

４ 出 産 育 児 諸 費 178,590

５ 葬 祭 諸 費 32,000

３ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 5,064,678

１ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 5,064,678

４ 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 8,341

１ 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 8,341

５ 老 人 保 健 拠 出 金 237

１ 老 人 保 健 拠 出 金 237

６ 介 護 納 付 金 2,053,899

１ 介 護 納 付 金 2,053,899

７ 共 同 事 業 拠 出 金 4,916,886

１ 共 同 事 業 拠 出 金 4,916,886

８ 保 健 事 業 費 442,222

１ 特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 404,092

２ 保 健 事 業 費 38,130

９ 基 金 積 立 金 534

１ 基 金 積 立 金 534

10 公 債 費 1

１ 公 債 費 1

金 額
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款 項

11 諸 支 出 金 37,162 千円

１ 償還金利子及び還付加算金 33,801

２ 延 滞 金 1

３ 貸 付 金 3,360

12 予 備 費 50,000

１ 予 備 費 50,000

38,877,400歳 出 合 計

金 額
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議案第４５号

平成２６年度川越市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成２６年度川越市後期高齢者医療事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,436,500千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 2,914,283 千円

１ 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 2,914,283

２ 繰 入 金 516,346

１ 一 般 会 計 繰 入 金 516,346

３ 繰 越 金 1

１ 繰 越 金 1

４ 諸 収 入 5,870

１ 延滞金、加算金及び過料 1,001

２ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 4,800

３ 預 金 利 子 68

４ 雑 入 1

3,436,500

 （２） 歳　出

款 項

１ 総 務 費 101,919 千円

１ 総 務 管 理 費 92,062

２ 徴 収 費 9,857

２ 広 域 連 合 納 付 金 3,326,781

１ 広 域 連 合 納 付 金 3,326,781

３ 諸 支 出 金 4,800

１ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 4,800

４ 予 備 費 3,000

１ 予 備 費 3,000

3,436,500

金 額

歳 入 合 計

金 額

歳 出 合 計
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議案第４６号

平成２６年度川越市歯科診療事業特別会計予算

平成２６年度川越市歯科診療事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 104,700千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 診 療 収 入 26,153 千円

１ 外 来 収 入 26,153

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 147

１ 使 用 料 146

２ 手 数 料 1

３ 繰 入 金 28,349

１ 他 会 計 繰 入 金 28,349

４ 繰 越 金 50,000

１ 繰 越 金 50,000

５ 諸 収 入 51

１ 市 預 金 利 子 1

２ 雑 入 50

104,700

 （２） 歳　出

款 項

１ 総 務 費 90,479 千円

１ 施 設 管 理 費 90,479

２ 医 業 費 11,220

１ 医 業 費 11,220

３ 諸 支 出 金 1

１ 償 還 金 1

４ 予 備 費 3,000

１ 予 備 費 3,000

104,700

金 額

歳 入 合 計

金 額

歳 出 合 計
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議案第４７号

平成２６年度川越市介護保険事業特別会計予算

平成２６年度川越市介護保険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ20,966,100千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（歳出予算の流用）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２０条第２項ただし書の規定により歳出

予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれ

らの経費の各項の間の流用

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 保 険 料 5,060,515 千円

１ 介 護 保 険 料 5,060,515

２ 国 庫 支 出 金 3,809,133

１ 国 庫 負 担 金 3,623,489

２ 国 庫 補 助 金 185,644

３ 支 払 基 金 交 付 金 5,896,843

１ 支 払 基 金 交 付 金 5,896,843

４ 県 支 出 金 3,021,113

１ 県 負 担 金 2,928,816

２ 県 補 助 金 92,297

５ 財 産 収 入 3,438

１ 財 産 運 用 収 入 3,438

６ 繰 入 金 3,073,438

１ 一 般 会 計 繰 入 金 2,776,438

２ 基 金 繰 入 金 297,000

７ 繰 越 金 100,000

１ 繰 越 金 100,000

８ 諸 収 入 1,620

１ 延滞金、加算金及び過料 1

２ 預 金 利 子 255

３ 雑 入 1,364

20,966,100

 （２） 歳　出

款 項

１ 総 務 費 245,330 千円

１ 総 務 管 理 費 71,078

２ 徴 収 費 17,177

３ 介 護 認 定 審 査 会 費 156,545

金 額

歳 入 合 計

金 額
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款 項

４ 趣 旨 普 及 費 530 千円

２ 保 険 給 付 費 20,160,946

１ 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 18,084,495

２ 介護予防サービス等諸費 911,292

３ そ の 他 諸 費 25,805

４ 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 331,425

５ 高 額 医 療 合 算 介 護 26,611

サ ー ビ ス 等 費

６ 特 定 入 所 者 介 護 781,318

サ ー ビ ス 等 費

３ 地 域 支 援 事 業 費 530,836

１ 介 護 予 防 事 業 費 173,003

２ 包 括 的 支 援 事 業 ・ 357,833

任 意 事 業 費

４ 基 金 積 立 金 3,438

１ 基 金 積 立 金 3,438

５ 諸 支 出 金 5,550

１ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 5,550

６ 予 備 費 20,000

１ 予 備 費 20,000

20,966,100

金 額

歳 出 合 計
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議案第４８号

平成２６年度川越市母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算

平成２６年度川越市母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ91,800千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（地方債）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことが

できる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」

による。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 繰 入 金 13,053 千円

１ 他 会 計 繰 入 金 13,053

２ 繰 越 金 1

１ 繰 越 金 1

３ 諸 収 入 53,146

１ 市 預 金 利 子 2

２ 貸 付 金 元 利 収 入 53,127

３ 雑 入 17

４ 市 債 25,600

１ 市 債 25,600

91,800

 （２） 歳　出

款 項

１ 母子寡婦福祉資金貸付費 91,800 千円

１ 総 務 費 91,800

91,800

金 額

歳 入 合 計

金 額

歳 出 合 計
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第２表 地方債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千 円

貸付業務を廃止したと

母子寡婦福祉資金 き。

２５，６００ 普 通 貸 借 無 利 子 ただし、本市財政の都

貸 付 事 業 費 合により繰上償還をする

ことができる。
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議案第４９号

平成２６年度川越市川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計予算

平成２６年度川越市川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計予算は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 166,400千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 使 用 料 135,666 千円

１ 使 用 料 135,666

２ 繰 越 金 30,000

１ 繰 越 金 30,000

３ 諸 収 入 734

１ 市 預 金 利 子 3

２ 雑 入 731

166,400

 （２） 歳　出

款 項

１ 事 業 費 165,400 千円

１ 事 業 費 165,400

２ 予 備 費 1,000

１ 予 備 費 1,000

166,400

金 額

歳 入 合 計

金 額

歳 出 合 計
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議案第５０号

平成２６年度川越市農業集落排水事業特別会計予算

平成２６年度川越市農業集落排水事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 134,000千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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第１表　歳入歳出予算

 （１） 歳　入

款 項

１ 分 担 金 及 び 負 担 金 955 千円

１ 分 担 金 955

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 18,065

１ 使 用 料 18,065

３ 県 支 出 金 12,514

１ 県 補 助 金 12,514

４ 繰 入 金 82,463

１ 他 会 計 繰 入 金 82,463

５ 繰 越 金 20,000

１ 繰 越 金 20,000

６ 諸 収 入 3

１ 市 預 金 利 子 1

２ 延 滞 金 1

３ 雑 入 1

134,000

 （２） 歳　出

款 項

１ 農 業 集 落 排 水 総 務 費 63,576 千円

１ 総 務 管 理 費 63,576

２ 公 債 費 66,424

１ 公 債 費 66,424

３ 予 備 費 4,000

１ 予 備 費 4,000

134,000

金 額

歳 入 合 計

金 額

歳 出 合 計
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議案第５１号

平成２６年度川越市水道事業会計予算

（総 則）

第１条 平成２６年度水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）給水戸数（月平均） １５０，７００戸

（２）年間総配水量 ４０，２１５，０００㎥

（３）一日平均配水量 １１０，１７８㎥

（４）主要な建設改良事業の概要

配水管新設、改良等 事業費 ２，１８２，２１６千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 水道事業収益 ６，８８３，２２４千円

第１項 営業収益 ６，４８４，５７６千円

第２項 営業外収益 ３９７，９８０千円

第３項 特別利益 ６６８千円

支 出

第１款 水道事業費用 ６，６８６，２３０千円

第１項 営業費用 ６，２４１，７１５千円

第２項 営業外費用 ２４６，９４８千円

第３項 特別損失 １９２，５６７千円

第４項 予備費 ５，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額２，３５２，９８４千円は、当年度分消費税資本的収支調整額１４７，０９９千円、減
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債積立金１００，０００千円、建設改良積立金３００，０００千円及び過年度分損益勘定留保資金

１，８０５，８８５千円で補填するものとする。）。

収 入

第１款 資本的収入 ５８６，５０３千円

第１項 企業債 ４０４，９００千円

第２項 他会計負担金 ３８，９０４千円

第３項 工事負担金 ４４，０５２千円

第４項 水道施設加入金 ９８，６２７千円

第５項 固定資産売却代金 ２０千円

支 出

第１款 資本的支出 ２，９３９，４８７千円

第１項 建設改良費 ２，２３２，４８０千円

第２項 企業債償還金 ７０２，００７千円

第３項 予備費 ５，０００千円

（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円 政府資金又は地方公共団体金融

機構については、その融資条件に

配水管更新 よる。銀行その他の場合にはその

事 業 費 ４０４，９００ 普通貸借 年５．０ 債権者と協定するものとする。

％以 内 ただし、企業財政その他の都合

により繰上償還又は低利に借換え

ることができる。
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（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）営業費用と営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第７条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これらの経費のうち他の経費の金額

に、若しくはこれら以外の経費の金額に流用し、又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に

流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

（１）職員給与費 ９４２，９６４千円

（２）交 際 費 ４０千円

（たな卸資産購入限度額）

第８条 たな卸資産の購入限度額は、４６，４７８千円と定める。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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議案第５２号

平成２６年度川越市公共下水道事業会計予算

（総 則）

第１条 平成２６年度公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）水洗便所設置戸数 １２８，０００戸

（２）年間処理水量 ４７，８２０，０００㎥

（３）一日平均処理水量 １３１，０１４㎥

（４）主要な建設改良事業の概要

公共下水道施設整備 事業費 １，１９２，６９１千円

公共下水道施設改良 事業費 ５３８，８７５千円

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下水道事業収益 ６，４３５，４７２千円

第１項 営業収益 ４，２９０，２４７千円

第２項 営業外収益 ２，１４５，２０５千円

第３項 特別利益 ２０千円

支 出

第１款 下水道事業費用 ６，３３４，８４５千円

第１項 営業費用 ５，６１９，７９０千円

第２項 営業外費用 ５５７，４０６千円

第３項 特別損失 １５２，６４９千円

第４項 予備費 ５，０００千円

（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額１，７６８，７６１千円は、当年度分消費税資本的収支調整額１００，６２７千円、過
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年度分損益勘定留保資金１，３３０，６０６千円及び当年度分損益勘定留保資金３３７，５２８千

円で補填するものとする。）。

収 入

第１款 資本的収入 １，２７５，３８０千円

第１項 企業債 ８７１，８００千円

第２項 国庫補助金 １２６，８００千円

第３項 工事負担金 ９６７千円

第４項 受益者負担金 ３８，９００千円

第５項 分担金 ６，９００千円

第６項 他会計負担金 ７４，８７７千円

第７項 他会計補助金 １５５，１３６千円

支 出

第１款 資本的支出 ３，０４４，１４１千円

第１項 建設改良費 １，９４１，３６９千円

第２項 企業債償還金 １，０９７，７７２千円

第３項 予備費 ５，０００千円

（継続費）

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額

千円 千円

１資本的 １建 設 不老川右岸第１排水区 ６９０，０００ 平成２６年度 ３４０，０００

支 出 改良費 雨水貯留管整備事業 平成２７年度 ３５０，０００
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（債務負担行為）

第６条 債務負担行為をすることのできる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

川越市水洗便所改造資金融資あつせん条 平成２６年度以降 回収されない元本及び納付す

例による損失補償（平成２６年度融資分） べき利子の合計額

（企業債）

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円 政府資金又は地方公共団体金融

機構については、その融資条件に

下水道建設 よる。銀行その他の場合にはその

改良事業費 ８７１，８００ 普通貸借 年５．０ 債権者と協定するものとする。

％以 内 ただし、企業財政その他の都合

により繰上償還又は低利に借換え

ることができる。

（一時借入金）

第８条 一時借入金の限度額は、７００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）営業費用と営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第１０条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これらの経費のうち他の経費の金額

に、若しくはこれら以外の経費の金額に流用し、又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流

用する場合は、議会の議決を経なければならない。

（１）職員給与費 ８４２，４３６千円
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（２）交 際 費 ４０千円

（他会計からの補助金）

第１１条 下水道事業費用及び資本的支出にあてるため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金

額は、２９７，６４８千円である。

平成２６年２月２５日提出

川越市長 川 合 善 明
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